
所
有
物
返
還
請
求
権
は
消
滅
時
効
に
か
か
り
得
る
か
（
益
井
）

（
四
六
九
）

所
有
物
返
還
請
求
権
は
消
滅
時
効
に
か
か
り
得
る
か

│
同
時
に
消
滅
時
効
の
持
つ
目
的
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て

│

ク
リ
ス
チ
ャ
ン　

ア
ル
ム
ブ
リ
ュ
ス
タ
ー
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井　

公　

司　
　

訳

Ⅰ　

は
じ
め
に

ド
イ
ツ
民
法
〔
以
下
Ｂ
Ｇ
Ｂ
と
い
う
〕
が
い
わ
ゆ
る
外
国
の
公
序
と
相
い
れ
な
い
と
の
理
由
で
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
が
、
自
己
固
有

の
法
秩
序
に
反
す
る
外
国
の
裁
判
に
背
を
向
け
る
こ
と
は
、
ご
く
ま
れ
に
し
か
生
じ
ま
せ
ん
。
ロ
ン
ド
ン
の
高
等
法
院
（H

igh C
ourt of 

Justice

）
で
な
さ
れ
た
訴
訟
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
と
ゴ
ー
タ
市
は
、
あ
る
絵
画
の
返
還
を
求
め
ま
し
た

（
1
）

。
こ
の
絵
画
は

一
六
〇
三
年
生
ま
れ
の
オ
ラ
ン
ダ
の
ウ
テ
ワ
ー
ル
（W

tew
ael

）
の
作
品
で
あ
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
ゴ
ー
タ
市
の
美
術
財
団
の
も

翻　

訳

一
八
九



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
四
七
〇
）

の
で
あ
り
ま
し
た
。
戦
後
、
そ
の
絵
画
は
最
初
は
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
所
有
に
帰
し
、
最
終
的
に
は
ロ
ン
ド
ン
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス
の

所
有
と
な
り
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
は
、
旧
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
九
四
条
一
項
、
一
九
五
条
と
い
う
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
を
望
み
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
八
五
条
に
基
づ
く
返
還
請
求
権
が
三
〇
年
の
消
滅
時
効
に
か
か
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す

（
2
）

。

ま
た
現
在
非
常
に
話
題
と
な
っ
て
い
る
新
た
な
ケ
ー
ス
に
お
い
て
も
国
家
官
庁
は
三
〇
年
の
消
滅
時
効
期
間
に
賛
成
し
て
い
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
い
わ
ゆ
る
「
シ
ュ
ワ
ー
ビ
ン
グ
の
美
術
品
の
発
見
（S

chw
abinger K

unstfund （
3
）

）」
に
お
い
て
、
二
〇
一
二
年

の
春
、
美
術
商
人
で
あ
っ
た
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ン
ト　

グ
ル
リ
ッ
ト
（H

ild
ebran

d
 G

u
rlitt

）
の
息
子
で
あ
る
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス　

グ
ル
リ
ッ
ト

（C
orn

eliu
s G

u
rlitt

）
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
住
居
を
捜
索
し
た
際
に
、
一
二
八
〇
点
の
美
術
品
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
一
部
は
、
一
九
四
五

年
以
来
行
方
不
明
と
な
っ
て
い
た
作
品
で
あ
り
、
一
部
は
、
こ
れ
ま
で
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
作
品
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
美
術
品
の
う
ち

約
九
七
〇
点
は
、
お
そ
ら
く
国
家
社
会
主
義
の
時
代
に
収
用
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
退
廃
芸
術
（entartete K

unst

）」
と
し
て
公
的
な
美
術

館
か
ら
取
り
除
か
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
（
い
わ
ゆ
る
「
国
家
社
会
主
義
に
よ
る
略
奪
芸
術
作
品
（N

S
-R

aubkunst

）」）。
こ
の
場
合
も

ま
た
所
有
物
の
返
還
を
求
め
る
本
来
の
所
有
者
の
請
求
権
は
、
消
滅
時
効
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
す

（
4
）

。
バ
イ
エ
ル
ン
州
の
目
に
明
ら
か
と

な
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
も
し
占
有
者
が
三
〇
年
の
経
過
後
、
所
有
者
に
対
し
て
消
滅
時
効
の
抗
弁
（E

inrede

）
を

主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
と
、
受
け
入
れ
が
た
い
不
公
正
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
、
立

法
提
案
さ
え
さ
れ
た
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
さ
ら
に
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

今
こ
こ
で
話
題
と
す
べ
き
テ
ー
マ
は
、
民
法
総
則
や
物
権
法
の
問
題
と
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
消
滅
時
効
法
が
二
〇
〇
二
年

一
九
〇



所
有
物
返
還
請
求
権
は
消
滅
時
効
に
か
か
り
得
る
か
（
益
井
）

（
四
七
一
）

の
債
務
法
の
現
代
化
の
過
程
で
改
正
さ
れ
た
後
で
も
、
こ
の
法
的
状
態
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
間
に
も
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
が
、

最
初
に
挙
げ
た
事
例
ケ
ー
ス
で
あ
る
ロ
ン
ド
ン
の
裁
判
の
場
で
、
適
用
し
た
く
な
か
っ
た
規
定
は
、
現
在
も
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
九
七
条
一
項
二
号

と
い
う
形
を
と
っ
て
ま
っ
た
く
明
確
な
形
で
存
在
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、「
別
段
の
定
め
の
な
い
限
り
、・
・
・
所
有
権
に
基
づ
く
返
還

請
求
権
は
・
・
・
三
〇
年
で
消
滅
時
効
に
か
か
る
」
と
。

以
上
の
よ
う
な
法
状
態
に
対
し
て
二
〇
〇
二
年
ま
で
に
述
べ
ら
れ
て
い
た
疑
念
は

（
5
）

、
こ
の
よ
う
な
明
確
な
規
定
に
直
面
し
、
沈
黙
し
ま

す
。
と
は
い
え
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
九
七
条
一
項
の
規
定
は
、
立
法
過
程
に
お
い
て
、
連
邦
参
議
院
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
ま
し
た
。
両
院
協
議
会

は
呼
び
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
連
邦
参
議
院
は
、
決
議
の
な
か
で

（
6
）

、
連
邦
政
府
は
、「
国
家
社
会
主
義
の
迫
害
を
前
提

と
し
て
奪
わ
れ
た
文
化
財
や
戦
争
を
前
提
と
し
て
得
ら
れ
た
文
化
財
に
関
し
、
特
別
な
規
定
を
必
要
と
す
る
か
、
必
要
と
す
る
な
ら
ば
ど

の
よ
う
な
形
で
か
、
と
い
う
問
題
に
対
し
、
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
立
場
を
明
ら
か
に
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
法
案

を
提
出
す
る

（
7
）

」
よ
う
促
し
ま
し
た
。

い
わ
ゆ
る
「
シ
ュ
ワ
ー
ビ
ン
グ
の
美
術
品
発
見
」
を
契
機
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
が
く
り
か
え
し
生
じ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。
国
家
社
会
主
義
の
略
奪
芸
術
作
品
の
場
合
の
消
滅
時
効
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
連
邦
参
議
院
の
法
務
委
員
会
が
、
新
た
な
形
で
審
議

し
て
お
り
、
そ
れ
に
続
い
て
バ
イ
エ
ル
ン
州
は
、
い
わ
ゆ
る
「
文
化
財
返
還
法
（K

ulturgut-R
ückgew

ähr-G
esetz

）」
の
草
案
を
提
出
し

ま
し
た

（
8
）

。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
九
七
条
一
項
二
号
に
対
す
る
批
判
は
、
国
家
社
会
主
義
の
時
代
に
所
有
者
達
か
ら
奪
わ
れ
た
文
化
財
に
つ
い
て
の
所

有
物
返
還
請
求
権
の
消
滅
時
効
に
の
み
と
ど
ま
る
も
の
な
の
で
す
。
同
時
に
、
こ
こ
に
そ
の
主
要
な
適
用
領
域
が
あ
る
の
で
す

（
9
）

。
本
来
な

ら
ば
全
く
一
般
的
な
問
題
が
重
要
な
の
で
す
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
文
化
財
と
の
関
連
に
お
い
て
の
み
特
に
議
論
を
呼
ん
で
い
る
の
で
す
。

連
邦
参
議
院
の
立
場
が
示
し
て
い
る
の
は
、
当
局
に
よ
る
制
定
法
上
の
解
決
が
新
た
に

（
10
）

再
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
な

一
九
一



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
四
七
二
）

の
で
す

（
11
）

。

国
際
的
比
較
が
示
し
て
い
る
の
は
、
ド
イ
ツ
の
法
的
状
態
に
対
す
る
疑
念
が
全
く
根
拠
の
な
い
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

例
え
ば
、
初
め
に
挙
げ
た
ケ
ー
ス
で
は
、
ド
イ
ツ
法
は
イ
ギ
リ
ス
の
公
序
に
抵
触
す
る
と
い
う
こ
と
を
高
等
法
院
は
断
言
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
法

（
12
）

、
イ
タ
リ
ア
法

（
13
）

、
ス
イ
ス
法

（
14
）

に
お
い
て
も
、
所
有
物
返
還
請
求
権
は
消
滅
時
効
に
か
か
り
ま
せ
ん
。
ス
イ
ス
の
連
邦

裁
判
所
は
、
ド
イ
ツ
の
法
的
状
態
を
「
奇
妙
で
、
不
自
然
な
解
決
策

（
15
）

」
で
あ
る
と
し
て
批
判
し
ま
し
た
。
他
の
法
秩
序
に
よ
る
と
、
盗
人

が
そ
の
物
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
、
彼
は
時
の
経
過
を
援
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す

（
16
）

。
一
部
に
は
、
占
有
者
が
盗
ま

れ
た
物
の
返
還
を
拒
絶
し
た
と
い
う
こ
と
に
消
滅
時
効
期
間
の
開
始
を
か
か
ら
し
め
て
い
ま
す

（
17
）

。
そ
れ
以
外
の
解
決
策
が
オ
ラ
ン
ダ
法
に

は
存
在
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
、
二
〇
年
た
て
ば
、
悪
意
の
占
有
者
は
取
得
時
効
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す

（
18
）

。

以
下
に
お
い
て
は
、
ま
ず
学
説
の
現
状
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
Ⅱ
）。
そ
れ
に
引
き
続
き
物
権
法
上
の
状
態
に
対

す
る
時
の
経
過
が
持
つ
効
力
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
消
滅
時
効
と
取
得
時
効
を
相
互
に
比
較
検
討
し
ま
す
（
Ⅲ
）。

次
に
立
法
者
が
消
滅
時
効
に
よ
っ
て
達
成
し
よ
う
と
し
た
目
的
が
問
題
と
な
り
ま
す
（
Ⅳ
）。
こ
の
こ
と
か
ら
生
じ
る
、
所
有
物
返
還
請

求
権
が
消
滅
時
効
に
か
か
り
得
る
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
帰
結
（
Ⅴ
）
が
、
総
括
的
結
論
（
Ⅵ
）
の
前
に
残
っ
て
い
ま
す
。

Ⅱ　

学
説
状
況
（M

einungsstand

）

所
有
物
返
還
請
求
権
が
消
滅
時
効
に
か
か
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
は
、
す
で
に
一
九
〇
〇
年
の
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
立
法
過
程
に
お
い
て
議
論
が

一
九
二



所
有
物
返
還
請
求
権
は
消
滅
時
効
に
か
か
り
得
る
か
（
益
井
）

（
四
七
三
）

戦
わ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
代
案
と
し
て
、
権
利
取
得
を
伴
う
消
滅
時
効
と
い
う
も
の
が
検
討
さ
れ
ま
し
た

（
19
）

。
と
は
い
え
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
起
草

者
は
、
最
終
的
に
、
体
系
性
や
法
的
安
定
性
を
理
由
と
し
て
、
所
有
物
返
還
請
求
権
は
、
旧
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
九
四
条
と
い
う
形
で
ま
と
め
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
か
ら
出
発
し
ま
し
た
し

（
20
）

、
物
権
法
に
つ
い
て
の
審
議
の
際
に
は
、
も
は
や
こ
の
問
題
は
取
り
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

い
わ
ゆ
る
「
取
得
的
消
滅
時
効
（erw

erbende V
erjährung

）」
と
い
う
提
案
は
、
の
ち
に
ケ
ー
ゲ
ル
（K

egel （
21
）

）
が
取
り
上
げ
ま
し
た
。
し

か
し
、
彼
の
提
案
は
特
殊
な
も
の
で
し
た
。
つ
ま
り
、
消
滅
時
効
期
間
の
経
過
に
よ
っ
て
、
物
は
無
主
の
も
の
と
な
り
、
占
有
者
は
そ
の

物
を
無
主
物
先
占
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
二
〇
〇
二
年
の
債
務
法
の
現
代
化
に
お
い
て
、
所
有
物
返
還
請
求
権
は
、
消
滅
時
効
の

諸
規
定
に
お
い
て
明
確
な
形
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
二
〇
〇
二
年
以
前
の
旧
来
の
法
状
況
に
お
い
て
、
Ｋ
．
ミ
ュ
ラ
ー

（K
. M

ü
ller

）
は
、
物
権
的
返
還
請
求
権
は
、
消
滅
時
効
に
か
か
ら
な
い
と
い
う
前
提
か
ら
出
発
し
ま
し
た
。
彼
は
、〔
物
権
的
返
還
請
求

権
が
〕
消
滅
時
効
に
か
か
り
得
る
と
い
う
こ
と
は
、「
グ
ロ
テ
ス
ク
な
結
論

（
22
）

」
と
い
う
べ
き
も
の
を
結
果
的
に
も
た
ら
す
と
い
う
こ
と
を

指
摘
し
ま
し
た
。
ま
た
他
の
著
者
達
も
旧
時
効
法
に
お
い
て
、
所
有
物
返
還
請
求
権
が
消
滅
時
効
に
か
か
り
得
る
と
い
う
こ
と
に
反
対
し

て
い
ま
し
た

（
23
）

。
法
政
策
上
、
ペ
ー
タ
ー
ス
／
チ
ン
マ
ー
マ
ン
（P

eters/
Z

im
m

erm
an （

24
）

）
は
、
一
九
八
一
年
の
債
務
法
改
正
の
鑑
定
書
に
お

い
て
、
所
有
物
返
還
請
求
権
が
消
滅
時
効
に
か
か
る
こ
と
に
強
く
反
対
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
反
対
の
見
解
を
プ
ラ
ム
ベ
ッ
ク

（P
lam

beck

）
が
、
自
己
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
の
教
授
資
格
論
文

（
25
）

に
お
い
て
主
張
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
反
対
意
見
は
、
と
り
わ
け
て
は
、

法
的
平
和
と
い
う
利
益
や
証
明
の
困
難
さ
か
ら
占
有
者
を
保
護
す
る
と
い
う
こ
と
を
引
き
合
い
に
出
し
ま
す
。
し
か
し
取
得
と
い
う
こ
と

が
生
じ
る
消
滅
時
効
と
い
う
も
の
を
こ
の
見
解
は
認
め
ま
せ
ん

（
26
）

。

二
〇
〇
二
年
の
新
債
務
法
の
立
法
者
は
、
ペ
ー
タ
ー
ス
／
チ
ン
マ
ー
マ
ン
や
他
の
著
者
達
の
か
つ
て
の
批
判
を
顧
慮
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
九
三



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
四
七
四
）

同
じ
こ
と
が
、
そ
の
立
法
手
続
き
過
程
に
お
け
る
批
判
的
な
意
見
に
対
し
て
も
当
て
は
ま
り
ま
す

（
27
）

。
こ
の
批
判
的
な
見
解
と
は
逆
に
、
立

法
者
は
、
所
有
物
返
還
請
求
権
に
対
し
て
も
三
〇
年
の
消
滅
時
効
期
間
を
、
旧
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
九
七
条
一
項
一
号
、
二
〇
一
三
年
六
月
三
〇
日

以
後
は
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
九
七
条
一
項
二
号
に
お
い
て
明
確
に
規
定
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
立
法
者
は
、
旧
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
九
四
条
二
項
、

一
九
五
条
の
通
説
的
な
見
解
に
従
っ
た
の
で
す
。
か
つ
て
の
三
〇
年
の
原
則
的
消
滅
時
効
期
間
は
廃
止
さ
れ
た
の
で
、
所
有
権
に
基
づ
く

返
還
請
求
権
は
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
九
七
条
に
列
挙
さ
れ
る
形
で
、
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
消
滅
時
効
に
か
か
る
と
い
う
こ
と
が
採
用
さ
れ

た
の
で
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
理
由
は
述
べ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
一
つ
の
理
由
は
こ
う
考
え
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
事
実
、
あ
る
人
が
善
意

で
所
有
権
を
取
得
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
に
あ
っ
て
も
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
三
二
条
、
九
三
七
条
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
〇
年
後
、
悪
意

で
あ
っ
た
と
い
う
異
議
が
彼
に
対
し
て
申
し
立
て
ら
れ
得
る
と
い
う
こ
と
が
、
彼
の
た
め
に
配
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

（
28
）

。
な
ぜ
新

た
な
三
年
の
原
則
的
消
滅
時
効
の
代
わ
り
に
、
さ
ら
に
、
旧
来
の
三
〇
年
の
期
間
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
が
、
理
由
づ
け
ら

れ
る
の
で
す
。
そ
れ
に
加
え
て
、
次
の
よ
う
に
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
そ
の
請
求
権
（
つ
ま
り
、
所
有
権
や
他
の
制
限
物
権
に
基
づ
く
返
還

請
求
権
）
が
か
な
り
短
期
の
消
滅
時
効
に
か
か
る
こ
と
は
、
基
本
的
な
権
利
（S

tam
m
recht

）
を
現
実
化
す
る
と
い
う
こ
と
を
疑
わ
し
い

も
の
に
す
る
こ
と
に
な
る

（
29
）

」
と
。
コ
メ
ン
タ
ー
ル
〔
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
〕
文
献
に
お
い
て
、
二
〇
〇
二
年
の
新
た
な
規
律
は
す
で
に
明

確
な
形
で
批
判
さ
れ
て
い
ま
す

（
30
）

。
極
端
に
は
し
る
も
の
と
し
て
は
、
Ｍ
．
ク
ロ
ー
ゼ
（M

. K
lose

）
が
あ
り
、
彼
は
最
近
ド
イ
ツ
法
に
よ

る
所
有
物
返
還
請
求
権
が
消
滅
時
効
に
か
か
り
得
る
と
い
う
こ
と
は
、
基
本
法
（
Ｇ
Ｇ
）
一
四
条
一
項
一
文
に
示
さ
れ
て
い
る
所
有
権
の

保
障
と
相
い
れ
な
い
、
つ
ま
り
、
憲
法
に
違
反
す
る
も
の
と
し
て
位
置
付
け
ま
し
た

（
31
）

。
こ
れ
に
対
し
て
、
以
下
に
お
い
て
は
、
私
法
上
の

視
点
と
い
う
も
の
が
、
法
政
策
的
評
価
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

一
九
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所
有
物
返
還
請
求
権
は
消
滅
時
効
に
か
か
り
得
る
か
（
益
井
）

（
四
七
五
）

Ⅲ　

消
滅
時
効
と
取
得
時
効

ド
イ
ツ
物
権
法
に
お
い
て
は
、
単
に
時
の
経
過
の
み
で
、
所
有
権
が
、
法
律
に
よ
り
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
三
七
条
に
よ
る
取
得
時
効
と
い
う
形
で
）

占
有
者
に
移
転
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
得
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
取
得
の
要
件
と
し
て
は
、
一
〇
年
の
期
間
自
主
占
有
す
る
こ
と
を

必
要
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
取
得
者
が
自
主
占
有
を
取
得
す
る
際
に
、
そ
の
物
が
自
己
の
物
で
な
い
と
い
う
こ
と
を
知
ら
ず
、
か

つ
、
取
得
時
効
の
期
間
自
分
の
物
で
な
い
と
い
う
事
実
に
実
際
に
気
付
か
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
前
提
要
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
時

の
経
過
に
よ
る
こ
の
種
の
所
有
権
取
得
は
、
消
滅
時
効
と
非
常
に
類
似
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
法
の
構
造
を

み
る
と
明
確
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
取
得
時
効
は
、「prescription acquisitive （

32
）

」（
文
字
ど
お
り
訳
す
と
、
取
得
的
消
滅
時
効
）
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
他
の
法
秩
序
に
お
い
て
も
、
取
得
時
効
の
概
念
と
消
滅
時
効
の
概
念
は
常
に
明
確
に
区
別
さ
れ
る
も
の
と
は
な
っ

て
い
ま
せ
ん

（
33
）

。

取
得
時
効
と
消
滅
時
効
の
目
的
を
顧
慮
し
た
場
合
に
も
、
類
似
性
が
存
在
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
取
得
時
効
は
、
物
権
法
上
の
法
的
状
態

が
「
安
全
で
、
安
定
し
、
簡
素
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と

（
34
）

」
に
役
立
つ
の
で
す
。
要
す
る
に
、
そ
の
平
穏
が
取
得
時
効
の
場

合
、
最
終
的
な
も
の
で
な
い
と
し
て
も
、
一
定
の
期
間
の
経
過
後
に
、
法
律
関
係
に
平
穏
を
も
た
ら
す
べ
き
も
の
な
の
で
す
。
場
合
に

よ
っ
て
は
、
不
当
利
得
法
上
の
返
還
請
求
権
が
存
在
し
ま
す

（
35
）

。
も
っ
と
も
、
取
得
時
効
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
三
二
条
以
下
の
規
定
に
よ
り
法
律

行
為
上
の
所
有
権
取
得
が
う
ま
く
い
か
な
い
場
合
に
、
今
日
（
ロ
ー
マ
法
と
は
異
な
り
）
単
に
仮
の
解
決
を
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
い
う

こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
法
律
行
為
上
の
取
得
が
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
に
対
し
て
は
多
く
の
原
因
が
存
在
し
得
る
の
で

一
九
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日
本
法
学　
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八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
四
七
六
）

す
。
例
え
ば
、
所
有
権
譲
渡
行
為
が
瑕
疵
あ
る
形
で
成
立
し
て
い
る
と
か
、
無
効
で
あ
る
と
い
う
場
合
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

の
物
が
所
有
者
か
ら
〔
自
己
の
意
思
に
よ
ら
ず
〕
占
有
離
脱
し
て
し
ま
っ
た
が
故
に
、
善
意
の
法
律
行
為
上
の
所
有
権
取
得
が

Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
三
五
条
に
よ
っ
て
う
ま
く
い
か
な
い
場
合
に
、
取
得
時
効
は
特
に
重
要
な
意
義
を
有
す
る
の
で
す
。
そ
の
場
合
で
も
、
取
得
時

効
に
よ
り
善
意
の
自
主
占
有
者
は
所
有
者
と
な
る
の
で
す
。
こ
れ
は
法
律
の
力
に
よ
り
生
じ
る
の
で
あ
り
、
譲
渡
に
よ
り
生
じ
る
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

取
得
時
効
の
諸
要
件
（T

atbestandsvoraussetzungen

）
を
満
た
し
て
い
な
い
が
三
〇
年
を
経
過
し
て
い
る
と
い
う
場
合
、
法
的
な
状
態

は
異
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
実
際
上
の
結
論
は
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
い
ま
す
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
九
七
条
一
項
二
号
に
よ
る
消
滅
時
効
の

発
生
に
よ
り
、
占
有
者
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
八
五
条
に
よ
る
返
還
請
求
権
が
存
続
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
対
し
永
続
的
な
抗
弁
権
（E

inrede

）

を
有
す
る
の
で
す
。
所
有
権
は
永
続
的
に
占
有
か
ら
分
離
さ
れ
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、
所
有
権
は
、
空
虚
な
権
利
（n

u
d

u
m

 ju
s （

36
）

）、
実
質

の
な
い
所
有
権
（d

om
in

iu
m

 sin
e re （
37
）

）、
つ
ま
り
、
い
わ
ゆ
る
「
実
の
無
い
殻
」
と
い
う
べ
き
も
の
と
な
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態

は
永
久
に
存
続
し
う
る
の
で
す
。
そ
の
物
が
〔
所
有
者
の
意
思
に
よ
ら
ず
〕
占
有
離
脱
し
、
そ
れ
故
、
占
有
者
が
所
有
権
を
取
得
で
き
な

い
場
合
、
占
有
者
も
ま
た
善
意
の
第
三
者
に
対
し
て
所
有
権
を
譲
り
渡
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
所
有
者
が
占
有

者
か
ら
法
の
禁
じ
た
自
力
救
済
に
よ
っ
て
占
有
を
奪
っ
た
場
合
、
占
有
者
が
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
六
一
条
に
よ
る
返
還
請
求
権
を
有
す
る
か
否
か
に

つ
い
て
は
争
い
が
あ
り
ま
す

（
38
）

。
こ
れ
〔
占
有
者
は
返
還
請
求
権
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
〕
を
支
持
す
る
の
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
五
八
条
以
下
の

規
定
が
狙
っ
て
い
る
こ
と
（A

nliegen

）
な
の
で
す
。
自
力
救
済
に
よ
っ
て
所
有
権
を
手
に
入
れ
る
と
い
う
こ
と
を
奨
励
す
る
と
い
う
こ

と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
と
は
い
え
、
占
有
者
は
悪
意
な
の
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
も
っ
と
良
い
主
張
（A

rgum
ente

）
が
、
所

一
九
六



所
有
物
返
還
請
求
権
は
消
滅
時
効
に
か
か
り
得
る
か
（
益
井
）

（
四
七
七
）

有
者
が
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
六
一
条
一
項
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
る
返
還
に
基
づ
き
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
八
五
条
か
ら
所
有
者
の
新
た
な
返
還
請
求
権
が
発

生
す
る
と
い
う
こ
と
を
支
持
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
所
有
権
者
は
、
本
権
に
基
づ
く
反
訴
に
よ
り
占
有
者
の
占
有
訴
権
に
対
し
て
対
処
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す

（
39
）

。
法
律
行
為
上
所
有
権
を
取
得
す
る
こ
と
が
、（
例
え
ば
、
法
律
行
為
に
瑕
疵
が
あ
る
と
か
、
有
効
で
な
い
が
故
に
）
う

ま
く
い
か
な
い
と
か
、
さ
ら
に
第
三
者
に
譲
渡
さ
れ
て
い
る
場
合
に
、
所
有
権
と
占
有
は
ま
た
再
び
永
続
的
に
統
合
さ
れ
得
る
の
で
す
。

消
滅
時
効
の
完
成
後
は
、
占
有
者
は
そ
の
物
を
包
括
的
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
実
際
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
は
じ
め
て
使
用
利
益
の
賠
償
（N

utungsersatz

）
を
求
め
る
請
求
権
が
成
立
す
る
場
合
で
す
ら

（
40
）

、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
八
七
条
や
九
九
〇
条

に
言
う
意
味
で
の
使
用
も
ま
た
占
有
者
に
認
め
ら
れ
る
の
で
す
（
論
拠
は
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
一
七
条

（
41
）

）。
も
ち
ろ
ん
、
所
有
権
を
取
り
扱
う
こ
れ
以

外
の
可
能
性
と
い
う
も
の
を
占
有
者
は
持
つ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
、
│
占
有
を
失
っ
た
物
の
場
合
に
も
さ
ら
に
│
例
え

ば
譲
渡
担
保
の
場
合
の
担
保
手
段
と
し
て
そ
の
物
を
経
済
的
に
使
用
す
る
こ
と
に
も
当
て
は
ま
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
状
況
│
つ
ま
り
、
所
有
者
は
、
物
自
体
の
な
い
〔
＝
物
自
身
を
占
有
す
る
こ
と
の
な
い
〕
所
有
権
を
持
ち
、
占
有
者
は

所
有
権
の
権
能
の
一
部
だ
け
を
有
し
て
い
る
と
い
う
状
況
│
は
、
物
権
法
や
不
当
利
得
法
を
顧
慮
す
る
と
、
多
く
の
矛
盾
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。
た
と
え
ば
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
九
八
条
に
よ
り
既
に
経
過
し
た
期
間
が
、
二
、
三
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
の
み
、
占
有
者
か
ら
権
利
を
承
継

し
た
者
の
利
益
に
な
る
の
で
す
。
さ
ら
に
、
所
有
権
者
は
、
消
滅
時
効
の
発
生
の
後
に
も
、
占
有
者
の
処
分
を
追
認
し
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
一
六

条
に
よ
り
そ
の
利
益
（E

rlös

）
を
こ
ち
ら
へ
戻
す
よ
う
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
最
後
に
、
と
り
わ
け
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
〇
〇
四
条
に
よ

る
所
有
者
の
妨
害
停
止
請
求
の
よ
う
な
所
有
権
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
れ
以
外
の
諸
権
利
が
、
問
題
に
な
り
ま
す
。
以
上
の
個
別
的
な
問

一
九
七



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
四
七
八
）

題
に
こ
こ
で
答
え
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん

（
42
）

。
少
な
く
と
も
、
あ
る
程
度
整
合
性
の
あ
る
結
論
を
得
る
た
め
に
は
、
所
有
者
の
立
場
か
占

有
者
の
立
場
の
ど
ち
ら
か
を
「
ゆ
が
め
」
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
消
滅
時
効
の
完
成
に
よ
っ
て
、
債
務
者
は
事
実
上
給
付
義

務
か
ら
解
放
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
所
有
者
は
占
有
や
使
用
に
対
し
介
入
す
る
す
べ
て
の
可
能
性
や
妨
害
停
止
請
求
を
も
失
う
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
な
っ
た
場
合
、
九
三
七
条
以
下
の
規
定
〔
取
得
時
効
の
規
定
〕
が
阻
止
し
よ
う
と
し
た
こ
と
、

つ
ま
り
、
悪
意
の
占
有
者
が
所
有
者
と
な
る
と
い
う
こ
と
が
、
経
済
的
に
達
成
さ
れ
る
の
で
す
。
立
法
上
の
評
価
に
矛
盾
が
あ
る
と
い
う

こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
こ
の
よ
う
な
検
討
結
果
は
、
な
ぜ
こ
の
〔
所
有
物
〕
返
還
請
求
権
が
そ
も
そ
も
消
滅
時
効
に
か
か
り
得
る
の
か
と

い
う
問
題
に
行
き
着
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
消
滅
時
効
の
い
く
つ
か
の
目
的
を
考
察
す
る
場
合
に
の
み
解
明
さ
れ
る
の
で

す
。
消
滅
時
効
の
目
的
を
ど
う
見
る
か
に
つ
い
て
は
、
事
細
か
に
言
う
と
、
争
い
が
あ
り
ま
す
。

Ⅳ　

消
滅
時
効
の
目
的

1　

概
要

消
滅
時
効
は
、
法
的
平
和
や
法
的
安
定
性
に
役
立
つ
と
い
う
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
43
）

。
と
は
い

え
、
こ
の
よ
う
に
言
う
こ
と
は
、
ま
だ
あ
ま
り
に
不
正
確
す
ぎ
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
個
人
的
利
益
が
問
題
な
の
か
、
一
般
的
な
利
益
が

問
題
な
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
両
方
が
問
題
な
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
認
識
で
き
て
い
な
い
か
ら
で
す

（
44
）

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
債
務
者
の
保

護
、
つ
ま
り
、
個
人
的
な
利
益
が
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
争
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
は
、
立
証
の
困
難
を
配
慮
す
る
と
の
要

請
や
立
証
の
困
難
か
ら
債
務
者
を
保
護
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す

（
45
）

。

一
九
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消
滅
時
効
が
、
そ
れ
と
な
ら
ん
で
、
法
的
平
和
や
法
的
安
定
性
と
い
う
公
的
な
利
益
を
保
護
す
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん

（
46
）

。
す
で
に
ラ
イ
ヒ
裁
判
所

（
47
）

は
そ
の
こ
と
を
認
め
て
い
ま
し
た
し
、
ま
た
通
説
と
同
じ
く
連
邦
通
常
裁
判
所

（
48
）

も
そ
れ
を
認
め
る

と
い
う
こ
と
か
ら
出
発
し
て
い
ま
す

（
49
）

。
他
の
目
的
と
し
て
司
法
の
負
担
軽
減
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
り
ま
す
。
訴
訟
を
起
こ
す
と
い
う

こ
と
が
、
債
権
者
に
と
っ
て
す
で
に
長
い
期
間
の
間
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
場
合
、
裁
判
所
は
そ
の
訴
訟
に
関
し
て
判
決

を
下
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
以
下
に
お
い
て
個
々
の
利
益
を
か
な
り
詳
細
に
考
察
し
て
み
た
い
。

2　

個
人
的
な
利
益

ａ
）　

債
務
者
で
な
く
な
っ
て
い
る
者
の
利
益

重
要
な
出
来
事
が
過
去
に
さ
か
の
ぼ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
る
ほ
ど
、
そ
れ
だ
け
立
証
に
は
費
用
や
時
間
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
、
請
求
を
基
礎
づ
け
る
事
実
に
関
し
て
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
よ
う
に
当
て
は
ま
り
ま
す
。
そ
れ
以
上
に
特
に
重
要
な
の
は
、
履
行
や

履
行
に
代
わ
る
も
の
と
い
っ
た
債
務
消
滅
原
因
で
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
相
当
長
い
期
間
が
経
っ
た
後
に
、
履
行
し
た
と
い
う
こ
と
を
証

明
す
る
こ
と
は
、
大
変
難
し
い
も
の
に
な
り
ま
す
。
債
務
者
は
立
証
責
任
を
負
っ
て
お
り
、
例
え
ば
、
物
の
所
有
権
を
移
転
し
た
こ
と
を

相
当
長
い
期
間
が
経
っ
た
後
に
証
明
す
る
こ
と
は
、
債
務
者
に
と
っ
て
し
ば
し
ば
容
易
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

（
50
）

。

ｂ
）　

債
務
者
の
利
益

ま
た
（
真
の
）
債
務
者
も
、
消
滅
時
効
に
よ
っ
て
、
相
当
長
い
期
間
が
経
っ
た
後
に
あ
る
請
求
に
対
し
て
自
分
の
立
場
を
防
御
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
例
え
ば
、
あ
る
請
求
を
債
務
者
が
知
ら
な
か
っ
た
と
か
、

一
九
九
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債
務
者
は
そ
れ
が
行
使
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
予
期
し
て
い
な
か
っ
た
が
故
に
、
債
務
者
は
保
護
を
必
要
と
す
る
の
で
す

（
51
）

。
こ
の
場
合
に

も
ま
た
、
立
証
の
た
め
の
状
況
（B

ew
eislage

）
が
悪
化
す
る
こ
と
が
あ
り
得
た
の
で
す
。
請
求
権
の
存
続
に
対
し
て
向
け
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
く
（
そ
う
で
な
い
と
す
る
と
彼
は
債
務
者
で
な
く
な
っ
て
い
る
者
だ
か
ら
で
す
）、
そ
の
貫
徹
可
能
性
に
対
し
て
向
け
ら
れ
て
い
る
広

義
の
抗
弁
権
（E

inw
endungen

）、
例
え
ば
、
留
置
権
に
つ
い
て
も
、
同
じ
こ
と
が
当
て
は
ま
る
の
で
す
。
そ
れ
以
外
に
、
真
の
債
務
者
の

た
め
に
、
二
つ
の
新
た
な
観
点
を
持
ち
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
つ
に
は
、
請
求
権
の
主
張
が
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
債
務
者
の
処
分

の
自
由
が
制
約
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
債
務
者
は
、
常
に
履
行
の
準
備
を
し
て
お
く
た
め
に
、
準
備
金
を
作
っ
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す

（
52
）

。
も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
利
益
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
の
は
、
債
務
者
は
い
つ
で
も
自

発
的
に
履
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
、
債
務
者
は
受
領
遅
滞
の
諸
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
は
、
債
務

と
し
て
負
っ
て
い
る
も
の
を
一
定
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
七
二
条
に
よ
り
供
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

債
務
者
は
、
そ
の
請
求
権
を
も
ち
ろ
ん
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
し
あ
る
請
求
権
が
事
実
上
成
立
し
て
い

た
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
と
、
債
務
者
は
給
付
の
用
意
を
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
債
務
者
の
新
た
な
利
益
、
つ
ま
り
、
第
三
者
に
対
す
る
求
償
な
の
で
す

（
53
）

。
債
権
者
が
そ
の
請
求
権
を
行
使
す
る

の
に
時
間
が
経
て
ば
経
つ
ほ
ど
、
債
務
者
に
と
っ
て
、
求
償
請
求
権
が
な
く
な
る
か
、
も
は
や
貫
徹
〔
＝
実
行
〕
で
き
な
く
な
る
と
い
う

危
険
が
、
よ
り
大
き
く
な
る
の
で
す

（
54
）

。

二
〇
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所
有
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返
還
請
求
権
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消
滅
時
効
に
か
か
り
得
る
か
（
益
井
）

（
四
八
一
）

ｃ
）　

債
権
者
の
利
益

債
務
者
の
利
益
と
債
権
者
の
利
益
を
比
較
す
る
な
ら
ば
、
債
権
者
を
保
護
す
る
必
要
性
は
時
間
の
経
過
と
と
も
に
減
少
す
る
と
い
う
こ

と
が
、
し
ば
し
ば
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
債
権
者
は
、
長
い
期
間
の
間
、
そ
の
請
求
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

債
権
者
が
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
を
貫
徹
す
る
と
い
う
債
権
者
の
利
益
は
長
い
期
間
の
間
に
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
た
か
、
少
な
く
と
も
重
要
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
す
。
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
理
由
書

（
55
）

を
手
本
と
し
て
さ
ら
に

一
歩
を
踏
み
出
し
、「
何
年
間
も
行
使
さ
れ
な
か
っ
た
請
求
権
は
、
お
そ
ら
く
正
当
化
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
も
は
や

正
当
化
で
き
な
い
も
の
で
あ
る

（
56
）

」
と
い
う
こ
と
を
断
言
し
ま
し
た
。

3　

一
般
的
利
益

請
求
権
が
消
滅
時
効
に
か
か
る
と
い
う
こ
と
に
有
利
な
材
料
を
提
供
す
る
一
般
的
利
益
と
し
て
、
法
的
平
和
や
法
的
安
定
性
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す

（
57
）

。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
ま
だ
な
お
あ
ま
り
正
確
だ
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
反
対
に
、
│
特
に
シ
ュ
ワ
ー
ビ
ン
グ
美
術
品
発
見

の
例
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
│
正
当
な
請
求
権
を
貫
徹
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
そ
れ
と
は
逆
方
向
の
一
般
的
利
益
も
当
然
存
在
し
ま

す
。
し
か
も
、
│
債
権
者
が
そ
の
請
求
権
を
事
実
上
の
諸
理
由
か
ら
さ
し
あ
た
り
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
リ
ス
ク
に
直
面
し

て
い
て
も
│
か
な
り
長
い
期
間
が
経
過
し
た
後
で
も
そ
う
な
の
で
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
た
同
様
に
、
国
家
は
諸
々
の
請
求
権
を
貫
徹
す

る
た
め
に
効
果
的
な
手
段
を
自
由
に
使
え
る
と
い
う
一
般
的
利
益
が
存
在
し
ま
す
。

消
滅
時
効
に
か
か
り
得
る
と
い
う
こ
と
の
一
般
的
利
益
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
具
体
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
つ
に
は
、
法

二
〇
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取
引
に
お
け
る
明
確
な
関
係
、
つ
ま
り
、
請
求
権
が
遅
く
な
っ
て
行
使
さ
れ
た
場
合
に
「
法
的
状
態
が
不
明
確
に
な
る
と
い
う
こ
と

（
58
）

」
を

阻
止
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
重
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
ま
た
一
般
的
利
益
に
も
役
立
つ
の
で
す
。
と
い
う
の
は
、
裁
判
官
は
、

で
き
る
だ
け
明
確
な
事
実
関
係
に
つ
い
て
判
決
を
下
す
べ
き
で
あ
り
、
も
っ
ぱ
ら
推
定
さ
れ
た
事
実
関
係
に
つ
い
て
判
決
を
下
す
べ
き
で

は
な
い
か
ら
で
す

（
59
）

。
も
う
一
つ
に
は
、
確
か
に
異
論
の
余
地
あ
る
見
解
に
よ
る
の
で
す
が
、
一
般
的
利
益
は
、
ま
た
、
請
求
権
を
期
間
の

制
限
を
受
け
る
こ
と
な
く
貫
徹
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
も
あ
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
、
裁
判
官
の
負
担
軽
減
に
役

立
つ
の
で
す

（
60
）

。
国
家
は
、
そ
の
請
求
権
に
関
す
る
争
い
を
解
決
す
る
た
め
に
、
私
的
な
訴
訟
当
事
者
に
正
規
の
民
法
上
の
方
法
を
自
由
に

使
わ
せ
て
い
る
の
で
す
。
時
が
経
過
す
る
に
従
っ
て
証
拠
調
べ
が
困
難
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
ひ
と
り
債
務
者
に
の
み
生
じ
る
の
で
は

な
く
、
裁
判
官
の
負
担
に
も
な
る
の
で
す
。

消
滅
時
効
に
お
け
る
一
般
的
な
利
益
に
マ
イ
ナ
ス
の
材
料
を
提
供
す
る
の
は
、
消
滅
時
効
は
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
一
四
条
一
項
に
よ
り
抗
弁
権

（E
inrede

）
と
し
て
主
張
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
部
で
主
張
さ
れ
て
い
る
の
は
、
公
的
な
利
益
は
あ
ま
り
重
要

で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
そ
う
で
な
い
と
す
る
と
、
消
滅
時
効
が
完
成
し
て
い
る
こ
と
を
債
務
者
に
指
摘
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
裁
判

官
に
許
与
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す

（
61
）

。
消
滅
時
効
が
、
実
際
に
裁
判
官
の
負
担
軽
減
に
役
立
つ

と
す
る
な
ら
ば
、
消
滅
時
効
〔
に
か
か
っ
て
い
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
〕
を
職
務
上
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
で

す
（
62
）

。
し
か
し
な
が
ら
、
消
滅
時
効
の
抗
弁
と
い
う
も
の
が
、
一
般
的
利
益
は
消
滅
時
効
の
有
す
る
保
護
目
的
の
領
域
内
で
は
重
要
で
な
い

〔
＝
意
味
が
な
い
〕
と
い
う
こ
と
を
も
た
ら
す
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
一
般
的
利
益
は
、
債
務
者
の
個
人
的
利
益

と
比
べ
る
と
あ
ま
り
ウ
エ
イ
ト
が
置
か
れ
て
お
ら
ず

（
63
）

、
債
務
者
が
消
滅
時
効
の
抗
弁
を
持
ち
出
さ
な
い
場
合
に
は
、
後
方
に
退
く
こ
と
に

二
〇
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な
る
と
い
う
こ
と
を
、
単
に
消
滅
時
効
の
抗
弁
は
も
た
ら
す
に
す
ぎ
な
い
の
で
す
。
同
様
の
結
果
を
も
た
ら
す
の
は
（
一
般
的
利
益
は
存
在

す
る
が
、
副
次
的
な
意
義
を
有
す
る
〔
に
す
ぎ
な
い
〕
の
は
）、
消
滅
時
効
の
完
成
は
、
請
求
権
を
裁
判
上
行
使
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は

な
い
と
い
う
異
論
や
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
〇
四
条
に
よ
り
消
滅
時
効
の
停
止
を
か
な
り
簡
単
に
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
異
論
な
の
で
す
。

た
だ
個
人
的
利
益
の
み
が
消
滅
時
効
の
可
能
性
を
基
礎
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
と
の
こ
こ
で
主
張
さ
れ
て
い
る
見
解
（S

ichtw
eite

）
は
、

Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
〇
二
条
二
項
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
の
で
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
消
滅
時
効
を
法
律
行
為
に
よ
っ
て
法
定
の
時
効
開
始
時
点

か
ら
三
〇
年
以
上
に
延
長
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

（
64
）

。

Ⅴ　

所
有
物
返
還
請
求
が
消
滅
時
効
に
か
か
り
得
る
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
帰
結

1　

占
有
者
や
所
有
者
の
個
人
的
利
益

占
有
者
が
す
で
に
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
三
二
条
に
よ
り
所
有
権
を
取
得
す
る
か
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
三
七
条
に
よ
る
取
得
時
効
に

よ
っ
て
所
有
権
を
取
得
し
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
占
有
者
に
対
し
て
、
所
有
者
が
有
す
る
返
還
請
求
権
が
消
滅
時
効
に
か
か
っ
て

し
ま
う
か
と
い
う
問
題
は
設
定
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
が
意
味
し
て
い
る
の
は
、
占
有
者
が
初
め
か
ら
悪
意
で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は

後
に
瑕
疵
あ
る
所
有
者
の
地
位
に
つ
い
て
聞
き
知
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
場
合
、
所
有
者
が
占
有
者
に
も
は
や
請

求
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
保
護
に
値
す
る
信
頼
を
占
有
者
は
も
ち
ろ
ん
有
し
て
い
ま
せ
ん
。
も
し
消
滅
時
効
に
お
け
る
占
有
者
の

個
人
的
利
益
の
み
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
物
を
三
〇
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
っ
て
所
有
者
か
ら
隠
す
と
い
う
励
ま
し

を
不
誠
実
な
占
有
者
の
た
め
に
作
り
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
文
化
財
の
返
還
に
関
す
る
実
際
の
諸
ケ
ー
ス
は
、
こ
れ
が
完
全
に
う

ま
く
い
く
こ
と
が
あ
り
得
る
と
い
う
こ
と
を
裏
付
け
て
い
ま
す

（
65
）

。
善
意
の
取
得
者
は
、
も
と
の
所
有
者
に
対
す
る
関
係
で
は
、
も
と
の
所

二
〇
三
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有
者
が
善
意
の
取
得
者
が
悪
意
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
主
張
す
る
こ
と
か
ら
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
議
論
〔
＝
批
判
〕

は
（
66
）

、
説
得
力
が
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
三
二
条
一
項
一
文
や
九
三
七
条
二
項
に
よ
り
、
所
有
物
返
還
請
求
の
原
告
は
、
占
有

者
の
悪
意
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
権
利
消
滅
の
抗
弁
（E

inw
endungen

）
の
場
合
の
そ
れ
は
こ
れ
と
は
異
な
る
も
の
で

す
。
つ
ま
り
、
権
利
消
滅
の
抗
弁
を
い
う
た
め
に
は
、
債
務
者
が
立
証
責
任
を
負
い
ま
す
し
、
そ
れ
に
加
え
て
さ
ら
に
、
こ
の
立
証
責
任

は
、
た
い
て
い
の
場
合
、
書
面
に
よ
る
証
拠
書
類
（
領
収
書
な
ど
）
に
よ
り
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
債
務
者
は
こ
の
書
面
に
よ

る
証
拠
書
類
を
相
当
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
い
で
に
言
う
と
、
不
当
な

形
で
請
求
が
な
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
訴
訟
と
結
び
つ
い
て
い
る
負
担
と
い
う
も
の
は
、
一

般
的
な
生
活
上
の
危
険
が
具
体
化
さ
れ
た
も
の
な
の
で
す
。

と
は
い
え
、〔
我
々
を
〕
困
惑
さ
せ
る
の
は
、
次
の
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
悪
意
の
占
有
者
は
保
護
に
値
し
な
い
と
い
う
主
張
は
、
他

の
場
所
に
お
い
て
は
重
要
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
物
の
瑕
疵
を
悪
意
で
告
げ
な
か
っ
た
場
合
の
買
主
が

有
す
る
追
履
行
請
求
権
や
損
害
賠
償
請
求
権
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
四
三
八
条
三
項
、
一
九
九
条
一
項
、
一
九
五
条
に
よ
り
、
原
則
的
な
消
滅
時
効

期
間
に
か
か
る
こ
と
を
免
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
消
滅
時
効
期
間
は
、
多
く
の
場
合
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
九
七
条
一
項
一
号
の
消
滅
時
効
期
間
よ
り
短

い
の
で
す
。
と
い
う
の
は
、
三
〇
年
の
客
観
的
最
長
期
間
は
、
き
わ
め
て
人
的
な
法
益
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
に
の
み
適
用
さ
れ
る
に
す
ぎ

な
い
か
ら
で
す
。
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
、
消
滅
時
効
法
以
外
で
も
、〔
悪
意
で
あ
る
〕
詐
欺
に
よ
る
取
消
に
つ
い
て
の
一
〇
年
の
除
斥
期

間
の
場
合
に
も
当
て
は
ま
る
の
で
す
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
二
四
条
二
項
）。
つ
ま
り
、
詐
欺
者
は
そ
の
点
に
関
し
て
正
当
な
利
益
を
有
す
る
こ
と
な

く
、
単
な
る
期
間
の
経
過
に
基
づ
い
て
保
護
さ
れ
る
の
で
す
。
例
え
ば
、
あ
る
人
が
、〔
悪
意
で
あ
る
〕
詐
欺
に
よ
り
あ
る
物
の
所
有
者

二
〇
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に
自
分
に
そ
の
物
を
譲
渡
す
る
よ
う
に
さ
せ
、
し
か
も
詐
欺
に
あ
っ
た
人
が
一
〇
年
の
期
間
が
経
過
し
た
後
に
初
め
て
〔
詐
欺
に
あ
っ
た

と
い
う
〕
事
情
を
知
っ
た
と
し
て
も
、
彼
は
詐
欺
に
よ
り
取
得
し
た
物
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
不
明
確
な
の
は
、
最
後
に
挙
げ
た
比
較
事
例
が
そ
も
そ
も
所
有
物
返
還
請
求
の
消
滅
時
効
と
比
較
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
法
状
況
が
、
保
護
に
値
す
る
も
の
で
な
い
者
の
た
め
に
単
に
期
間
が
経
過
し
た
と
い
う
こ
と
の
み
で
、

よ
り
良
く
な
る
べ
き
か
と
い
う
疑
問
に
は
、
同
様
の
問
題
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
し
か
る
に
、〔
悪
意
で
あ
る
〕
詐
欺
の
場
合
、
債
務
法

上
の
方
法
で
所
有
権
の
移
転
を
解
消
す
る
と
い
う
こ
と
の
み
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
所
有
物
返

還
請
求
権
が
消
滅
時
効
に
か
か
る
と
い
う
こ
と
が
も
た
ら
す
の
は
、
所
持
者
が
法
律
行
為
上
自
由
に
処
分
で
き
な
い
所
有
権
が
、
内
容
的

に
空
洞
化
さ
れ
て
い
る
、
つ
ま
り
、
空
虚
な
権
利
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
所
有
物
返
還
請
求
権
の

消
滅
時
効
は
、
そ
れ
以
外
の
請
求
権
の
消
滅
時
効
と
区
別
さ
れ
ま
す
し
、
同
様
に
詐
欺
取
消
（A

rglistanfechtung

）
の
除
斥
期
間
と
も
区

別
さ
れ
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、
期
間
の
経
過
が
、
所
有
者
の
権
限
を
空
洞
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
期
間
が
経
過
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
事

実
上
そ
の
〔
所
有
者
の
〕
法
的
状
態
を
変
え
て
し
ま
う
の
で
す
。
所
有
者
の
法
的
地
位
を
こ
の
よ
う
な
形
で
侵
害
す
る
こ
と
は
、
所
有
者

の
法
的
地
位
を
基
本
的
に
違
っ
た
形
で
侵
害
す
る
こ
と
、
そ
れ
も
債
務
法
上
の
請
求
権
の
貫
徹
可
能
性
に
よ
っ
て
生
じ
る
の
よ
り
も
よ
り

強
い
形
で
所
有
者
の
法
的
地
位
を
侵
害
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
所
有
権
と
占
有
が
一
致
す
る
形
で
存
在
し
、
所
有
者
に
は
単
に
「
空

の
容
器
」
と
い
う
べ
き
も
の
が
残
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
の
で
は
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
所
有
者
が
有
す
る
利
益
は
、
優
先
的
な

も
の
な
の
で
あ
り
、
し
か
も
占
有
者
に
は
保
護
に
値
す
る
利
益
が
存
在
し
な
い
の
だ
か
ら
な
お
さ
ら
そ
う
な
の
で
す
。

二
〇
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2　

一
般
的
利
益

先
に
述
べ
た
、
法
的
安
定
性
や
法
的
平
和
に
あ
る
一
般
的
利
益
や
、
│
少
な
く
と
も
消
滅
時
効
規
定
の
二
次
的
な
目
的
と
し
て
そ
れ
を

認
め
る
限
り
に
お
い
て
│
裁
判
官
の
負
担
軽
減
に
あ
る
一
般
的
利
益
は
、
所
有
物
返
還
請
求
権
を
消
滅
時
効
に
か
け
る
と
い
う
こ
と
を
正

当
化
す
る
か
否
か
と
い
う
問
題
が
ま
だ
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
と
の
関
連
に
お
い
て
、
こ
の
場
合
│
債
務
法
上
の
請
求
権
の
場
合
と

は
異
な
り
│
債
務
者
と
し
て
占
有
者
の
地
位
と
結
び
つ
い
て
い
る
大
々
的
な
証
拠
調
べ
は
通
常
は
問
題
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
さ

ら
に
も
う
一
度
顧
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
反
対
に
、
消
滅
時
効
に
か
か
る
可
能
性
が
肯
定
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
証
拠
法

上
の
争
い
を
完
全
に
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
期
間
の
開
始
時
に
関
し
て
だ
け
で
な
く
、
と
り
わ
け
、
占
有
の
変
更
が

あ
っ
た
後
に
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
九
八
条
に
よ
り
こ
れ
ま
で
す
で
に
経
過
し
た
期
間
を
算
入
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
も
争
う
こ
と
が
で
き

る
の
で
す

（
67
）

。
一
般
的
利
益
は
、
相
当
長
い
期
間
が
経
過
し
た
後
は
民
事
裁
判
官
は
、
債
権
者
に
と
っ
て
長
い
期
間
の
間
特
に
重
要
で
は
な

か
っ
た
請
求
権
は
取
り
扱
わ
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
の
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
場
合
、
所
有
者
は
、
ま
ず
第
一
に
、
占
有
者
を
た

い
て
い
の
場
合
全
く
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
九
五
条
の
（
三
年
の
）
原
則
的
な
消
滅
時
効
期
間
の

場
合
、
期
間
開
始
の
主
観
的
要
件
（
一
九
九
条
一
項
二
号
）
を
通
し
て
以
上
の
よ
う
な
事
情
が
十
分
に
考
慮
さ
れ
る
の
で
す
。
そ
れ
に
相
応

す
る
よ
う
な
形
で
債
権
者
を
保
護
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
こ
こ
で
話
題
に
し
て
い
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
九
七
条
に
は
、
欠
け
て
い
る
の
で
す
。
た

と
え
そ
れ
に
相
応
す
る
形
の
債
権
者
保
護
が
導
入
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
点
で
は
、
所
有
権
と
占
有
が
継
続

的
に
ば
ら
ば
ら
に
な
る
と
い
う
新
た
な
問
題
は
解
決
さ
れ
ず
、
た
だ
時
的
に
先
延
ば
し
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
す

（
68
）

。

さ
ら
に
そ
れ
に
加
わ
る
の
は
、
│
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
│
、
請
求
権
が
消
滅
時
効
に
か
か
り
得
る
と
い
う
こ
と
の
一
般
的
利
益
を

二
〇
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確
か
に
基
本
的
に
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
に
は
債
務
者
の
個
人
的
利
益
に
比
べ
て
副
次
的
な
意
味
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
か
つ
て
の
個
人
的
利
益
が
、
所
有
物
返
還
請
求
の
場
合
の
利
益
が
問
題
と
な
る
よ
う
に
、
保
護
す
る
に
値
し
な
い
場
合
、

公
的
な
利
益
の
み
が
消
滅
時
効
を
正
当
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
で
な
い
と
す
る
と
、
債
務
者
が
抗
弁
権
を

主
張
す
る
場
合
に
の
み
公
的
利
益
が
な
ぜ
守
ら
れ
る
べ
き
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
最
後
に
、
所
有
権
と
占
有
が
長
い
間
は
ば
ら
ば
ら
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
│
物
が
再
譲
渡
さ
れ
た
際
の
占
有
者
に
よ
る
強
迫

の
結
果
、
例
え
ば
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
一
六
条
に
基
づ
く
所
有
者
の
不
当
利
得
請
求
を
顧
慮
す
れ
ば
│
や
、
不
融
通
物
（res extra com

m
erciu

m

）

が
生
じ
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
公
的
な
利
益
を
逆
に
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す

（
69
）

。

Ⅵ　

結
論

所
有
物
返
還
請
求
権
が
三
〇
年
で
消
滅
時
効
に
か
か
る
と
い
う
現
在
の
法
的
状
態
は
、
納
得
の
い
く
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
明

ら
か
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
規
律
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
三
二
条
〔
即
時
取
得
〕
や
九
三
七
条
〔
取
得
時
効
〕
の
意
味
に
お
け
る
善
意
の
保

護
を
享
受
で
き
な
い
占
有
者
に
の
み
役
立
つ
も
の
な
の
で
す
、
さ
ら
に
、
所
有
者
の
個
人
的
利
益
は
、
消
滅
時
効
に
よ
り
、
債
務
法
上
の

請
求
権
や
取
消
期
間
に
お
け
る
利
益
が
問
題
と
な
る
場
合
よ
り
も
っ
と
困
難
に
遭
遇
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
所
有
物
返
還
請
求
権
の
消

滅
時
効
は
、
所
有
権
を
空
虚
な
権
利
（n

u
d

u
m

 iu
s

）
へ
と
減
縮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
実
上
（de facto

）、
法
的
地
位
を
変
更
す
る
も

の
と
し
て
働
く
の
で
す
。
法
的
平
和
と
い
う
一
般
的
利
益
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
消
滅
時
効
の
主
要
な
保
護
目
的
を
形
成
す
る
も
の
で
は
な

い
の
で
す
が
、
法
的
平
和
と
い
う
一
般
的
利
益
の
み
で
は
、
悪
意
の
占
有
者
に
特
権
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
を
正
当
化
す
る
こ
と
が
で
き

二
〇
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な
い
の
で
す
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
五
三
条
と
い
う
不
法
行
為
法
上
の
規
定
の
背
後
に
存
在
す
る
保
護
思
想
に
拠
所
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

に
は
、
そ
の
保
護
思
想
に
よ
り
、
悪
意
で
行
為
す
る
者
は
、
消
滅
時
効
が
完
成
し
た
こ
と
を
援
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
不
適
法
な
権

利
行
使
が
持
つ
こ
の
よ
う
な
特
別
な
形
で
表
さ
れ
て
い
る
も
の

（
70
）

は
、
ひ
と
つ
の
明
確
な
機
能
を
有
し
て
い
る
の
で
す

（
71
）

。
そ
れ
故
、
悪
意
で

行
為
す
る
者
に
は
、
消
滅
時
効
を
援
用
す
る
こ
と
が
そ
れ
自
体
と
し
て
許
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
意
に
、
こ
の
条
文
か
ら
立
法
者

の
基
本
的
な
決
定
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
所
有
権
と
占
有
が
継
続
的
に
ば
ら
ば
ら
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
の
法
律
が
ま
さ
に
防
ご
う
と
し
た
状
態
が
創
り
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
な
る
だ
け
、
所
有
物
返
還
請
求
権
の
消
滅
時
効
と
い
う
こ
と

で
興
味
を
引
く
コ
ン
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
は
、
法
的
平
和
と
い
う
利
益
が
当
て
は
ま
る
の
で
す
。

す
で
に
指
摘
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
述
べ
た
法
的
問
題
は
、
実
際
上
は
と
り
わ
け
、
文
化
財
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
よ
う
な
場

合
の
返
還
請
求
権
に
つ
い
て
重
要
な
の
で
す
。
そ
の
際
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
法
を
統
一
化
す
る
と
い
う
こ
と
も
考
慮
さ
れ
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
共
通
の
指
令
作
成
者
は
、
所
有
物
返
還
請
求
権
の
消
滅
時
効
を
文
化
財
か
ら
排
除
す
る
と
い
う
仕
方
で
そ
れ
を
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
で
す

（
72
）

。
遅
く
と
も
、
こ
の
種
の
部
分
的
な
統
一
化
は
、
ド
イ
ツ
の
立
法
者
が
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
九
七
条
一
項
二
号
と
い
う
形
で
の
立
法
的
な

決
断
を
包
括
的
に
修
正
す
る
こ
と
に
着
手
し
、
多
く
の
Ｅ
Ｕ
構
成
国
で
す
で
に
現
在
正
当
な
理
由
か
ら
通
用
し
て
い
る
法
状
態
を
導
入
す

る
き
っ
か
け
に
な
る
で
し
ょ
う
。

注（
1
） C

ity of G
otha and F

ederal R
epublic of G

erm
any v. S

otheby’s and C
obert F

inance S
.A

., Q
ueens B

ench D
ivision C

ase N
o. 

二
〇
八



所
有
物
返
還
請
求
権
は
消
滅
時
効
に
か
か
り
得
る
か
（
益
井
）

（
四
八
九
）

1993, C
. 3428 and C

ase N
o. 1997 G

 185, abgedruckt in O
riginalfassung und deutscher Ü

bersetzung in C
arl/

G
ü

ttler/
S

ieh
r, 

K
unstdiebstahl vor G

ericht, 2001, S
. 78 ff . S

. dazu auch 

こ
の
点
に
つ
い
て
はR

em
ien, A

cP
 201

（2001

）, 730, 752 

も
見
よ
、
そ
の
他

更
に
な
おS

ch
u

lze, IP
rax 2010, 290, 296

（S
ach

s-F
all

）
を
見
よ
。

（
2
） 
例
え
ば
、
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
の
ラ
ン
ト
裁
判
所
に
よ
る
旧
時
効
法
の
適
用
に
つ
い
て
も
そ
う
な
の
で
す
。IP

R
spr. 1993 N

r. 52.

（
3
） P

ressem
itteilung der K

oordinierungsstelle M
agdeburg

（L
ost A

rt

）, http://w
w
w
.lostart.de/W

ebs/D
E
/D

atenbank/

K
unstfundM

uenchen.htm
l, abgerufen am

 21.10.2014.

（
4
） 

M
agn

u
s/

W
ais, N

JW
 2014, 1270, 1275; B

irr, V
erjährung und V

erw
irkung, 2. A

ufl . 2006, R
n. 204.

（
5
） 

と
り
わ
け
、K

. M
ü

ller, S
achenrecht, 4. A

ufl . 1997, R
n. 455

、
及
び
こ
れ
に
加
え
て
さ
ら
に
後
の
注（
22
）を
見
よ
。

（
6
） B

R
-D

rucks. 819/01
（B

eschluss

）.

（
7
） B

R
-D

rucks. 819/01, S
. 2.

（
8
） B

R
-D

rucks. 2/14, S
. 1.

（
9
） 

B
ald

u
s, in: M

ünchK
om

m
.B

G
B
, 6. A

ufl . 2013, §
 937 B

G
B
 R

n. 5; 

ま
たR

em
ien, A

cP
 201

（2001

）, 730 ff ., S
ieh

r, Z
R
P
 2001, 

346 f., 

及
びM

agn
u

s/
W

ais, N
JW

 2014, 1270ff . 

に
引
用
さ
れ
て
い
る
先
例
と
し
て
の
諸
ケ
ー
ス
を
見
よ
。

（
10
） 

す
で
に
債
務
法
の
現
代
化
以
前
の
時
代
の
も
の
と
し
て
は
、
特
に
、R

em
ien, A

cP
 201

（2001

）, 730 ff ., 

さ
ら
に
は
新
た
に
注（
27
）で
あ

げ
た
も
の
を
見
よ
。

（
11
） 

略
奪
芸
術
作
品
と
関
連
す
る
特
別
な
諸
事
例
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
解
決
策
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
不
法
な
政
権
が
続
い
て
い

る
間
は
、「
司
法
が
停
滞
し
て
い
る
こ
と
」
を
理
由
に
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
〇
六
条
に
よ
り
、
消
滅
時
効
は
停
止
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
う
述
べ
る
も
の
と
し

て
は
、
例
え
ば
、G

roth
e, in: M

ünchK
om

m
. B

G
B
, 6. A

ufl . 2012, §
 206 B

G
B
 R

n. 7 

及
びS

ch
u

lze

（
注
1
）, S

. 297.

（
12
） C

our de cass.

（1re civ.

）2.6.1993, B
ull.civ.I no. 197, D

. 1993 S
om

m
aires 306.

（
13
） A

rt. 948 A
bs. 3 C

C
.

（
14
） B

G
E
 48 II, 38, 45 f.

二
〇
九



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
四
九
〇
）

（
15
） B

G
E
 48 II, 38, 45 f.: “stran

a et artifi ciosa solu
tion

e”; 

ま
たS

tark, in: B
K
.Z

G
B
, 3. A

ufl . 2001, A
rt. 936 R

n. 16; 

も
、
さ
ら
に

はJaym
e, IP

R
ax 1995, 43. 

も
見
よ
。

（
16
） 
例
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
法
で
は
、L

im
itation A

ct

（1980

）, sect. 4, c.58; 

さ
ら
に
別
に
、L

im
itation A

ct

（1939

）, ch. 21.

（
17
） 
例
え
ば
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
は
、S

alom
on R

. G
uggenheim

 F
oundation v. L

ubell, 567 N
.Y

. S
upplem

ent 2d 623

（C
.A

. 1991

）

を
見
よ
。

（
18
） A

rt. 3:105 B
W

.

（
19
） M

otive zum
 E

ntw
urf des B

G
B
, B

d. I, S
. 293.

（
20
） M

otive zum
 E

ntw
urf des B

G
B
, B

d. I,S
. 292 ff .; P

rot. I S
. 390 ff .

（
21
） 

K
egel, in: F

estschrift für E
rnst von C

aem
m
erer zum

 70.G
eburtstag, 1978, S

. 149, 176.

（
22
） 

K
. M

ü
ller

（
注
5
）, R

n. 455.

（
23
） 

H
en

ckel, A
cP

 174

（1974

）, 97, 130; M
ü

ller-K
atzen

bu
rg, N

JW
 1999, 2551, 2558; S

taudinger/P
eters/

Jacoby, B
G
B
, 13. 

B
earb. 1995, V

or §
§

 194 ff . R
n. 51.

（
24
） 

P
eters/

Z
im

m
erm

an
n, in: G

utachten und V
orschläge zur Ü

berarbeitung des S
chuldrechts, B

d. I, 1981, S
. 77, 186. 

当
時
の

改
正
委
員
会
は
そ
の
最
終
報
告
書
に
お
い
て
、
消
滅
時
効
に
か
か
り
得
る
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
た
め
ら
い
は
、「
お
そ
ら
く
理
論
的
な
」
も
の
で

あ
る
と
い
う
指
摘
で
こ
の
項
目
を
片
付
け
て
い
る
。

（
25
） 

P
lam

beck, D
ie V

erjährung der V
indikation, 1996, S

. 20, 232 ff .

（
26
） 

P
lam

beck

（
注
25
）, S

. 233 ff .

（
27
） 

M
an

sel, in: E
rnst/Z

im
m
erm

ann

（H
rsg.

）, Z
ivilrechtsw

issenschaft und S
chuldrechtsreform

, 2001, S
. 333, 423 ff .; R

em
ien, 

A
cP

 201

（2001

）, 730, 740 ff ., 754; S
ieh

r, Z
R
P
 2001, 346 f.; s. auch bereits A

rm
brü

ster, N
JW

 2001, 3581, 3586.

（
28
） B

T
-D

rucks. 14/7052, S
. 179

（
法
務
委
員
会
）.

（
29
） B

T
-D

rucks. 14/6040, S
. 105.

二
一
〇



所
有
物
返
還
請
求
権
は
消
滅
時
効
に
か
か
り
得
る
か
（
益
井
）

（
四
九
一
）

（
30
） 

簡
明
的
確
な
も
の
と
し
て
、B

ald
u

s

（
注
9
）, §

 937 B
G
B
 R

n. 43 m
it F

n. 80; L
an

ge/
O

eh
ler, Z

R
P
 2014, 86, 88.

（
31
） 

M
. K

lose, R
W

 2014, 228, 241 ff .
（
32
） 

u
su

capio

と
い
う
ロ
ー
マ
法
上
の
制
度
に
由
来
す
る“u

su
caption

”

と
い
う
言
葉
が
同
じ
意
味
で
存
在
し
て
い
る
。

（
33
） 

B
ald

u
s

（
注
9
）, §

 937 B
G
B
 R

n. 1.

（
34
） 

B
ald

u
s

（
注
9
）, §

 937 B
G
B
 R

n. 2.

（
35
） 

論
争
状
況
に
つ
い
て
は
、B

ald
u

s

（
注
9
）, §

 937 B
G
B
 R

n. 47 ff .; S
taudinger/W

iegan
d, B

G
B
, N

eubearb. 2011, §
 937 R

n. 18 

ff . 

を
見
よ
。
も
っ
と
も
、
こ
の
問
題
は
、
債
務
法
の
現
代
化
の
過
程
に
お
い
て
消
滅
時
効
法
が
新
た
に
規
定
さ
れ
て
以
降
、
今
で
は
実
務
上
あ
ま

り
重
要
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

（
36
） 

B
ald

u
s

（
注
9
）, §

 937 B
G
B
 R

n. 58 und §
 985, R

n. 63.

（
37
） 

す
で
にP

lan
ck/

K
n

oke, B
G
B
, 4. A

ufl . 1913, §
 194 A

nm
. 3 

が
そ
う
し
た
指
摘
を
し
て
い
る
。

（
38
） 

論
争
状
況
に
つ
い
て
よ
り
詳
細
に
は
、R

em
ien, A

cP
 201

（2001

）, 730, 742; M
agn

u
s/

W
ais, N

JW
 2014, 1270

（
39
） 

確
定
判
例
と
し
て
は
、
た
だ
、B

G
H
 N

JW
 1970,707. 

を
見
よ
。
異
論
を
申
し
立
て
る
も
の
と
し
て
は
、S

taudinger/G
u

rsky, B
G
B
, 

N
eubearb. 2013

、§
 985 B

G
B
 R

n. 100. 
そ
れ
に
よ
る
と
、（
占
有
者
が
悪
意
で
あ
っ
た
場
合
で
も
）
占
有
者
は
、
所
有
者
の
所
有
物
返
還
請
求

に
対
し
て
悪
意
の
抗
弁
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。G

u
rsky

は
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
三
三
条
を
類
推
適
用
し
て
、
本
権
に
基
づ
く
反
訴
を
許
容
す
る
こ

と
を
す
で
に
は
じ
め
か
ら
認
め
な
い
。W

esterm
an

n
/

G
ru

sky/
E

ickm
an

n, S
achenrecht, 8. A

ufl . 2011, §
 23 R

n. 7; G
u

rsky, JZ
 2005, 

285, 286 

を
見
よ
。

（
40
） 

R
em

ien, A
cP

 201

（2001

）, 730, 744.

（
41
） 

そ
れ
故
、
こ
の
問
題
は
議
論
が
戦
わ
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、 Staudinger/G

u
rsky

（
注
39
）, §

 985 R
n. 103. 

を
見
よ
。

（
42
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、R

em
ien

, A
cP

 201

（2001

）, 730, 740 ff .

（
43
） B

G
H
Z
 59, 73, 74 = N

JW
1972,1460

（
債
務
者
保
護
を
重
視
し
て
）; B

G
H
 N

JW
-R

R
 1993, 1059, 1060; B

G
H
 N

Z
A
-R

R
 2014, 305, 

R
n. 29, P

alandt/E
llen

berger, B
G
B
, 73. A

ufl . 2014, V
or §

 194 B
G
B
 R

n. 9; B
T
-D

rucks. 14/7052, S
. 179

（R
echtsausschuss; zu 

二
一
一



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
四
九
二
）

§
 197 A

bs. 1 N
r. 1 B

G
B
 a.F

.

）.
（
44
） 

S
piro, D

ie B
egrenzung privater R

echte durch V
erjährungs, V

erw
irkungs- und F

atalfristen, B
d. I, 1975, S

. 23

（「
公
的
利
益

を
守
る
」
と
い
う
観
点
に
つ
い
て
）.

（
45
） B

G
H
 N

JW
 1993, 2054,2055; B

G
H
Z
 153, 337 = N

JW
 203, 1250, 1251 f ; G

roth
e

（
注
11
）, V

or §
 194 B

G
B
 R

n. 6.

（
46
） 

K
u

n
ig/

N
agata

（H
rsg.

）, D
eutschland und Japan im

 rechtsw
issenschaftlichen D

ialog, 2006, S
. 267 ff . 

で
な
さ
れ
て
い
る
議
論

を
、
詳
細
な
も
の
と
し
て
は
（
し
か
も
法
的
安
定
性
の
ウ
エ
イ
ト
は
相
対
的
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
）O

etker, D
ie V

erjährung. S
trukturen 

eines allgem
einen R

echtsinstituts, 1994, S
. 41 ff . 

を
参
照
。

（
47
） R

G
Z
 120, 355, 358; 145, 239, 244.

（
48
） B

G
H
 N

JW
 1983, 388, 389 f.; N

JW
 1986, 1608, 1609.

（
49
） 

た
だ
、 P

alandt/E
llen

berger
（
注
43
）, V

or §
 194 R

n. 9

（
そ
こ
で
は
重
要
な
も
の
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
）; L

een
en, §

 477 

B
G
B
: V

erjährung oder R
isikoverlagerung?, 1997, S

. 12, 22. 

を
見
よ
。

（
50
） 

S
piro

（
注
44
）, S

. 9 ff .

（
51
） 

S
piro

（
注
44
）, S

. 11 ff .

（
52
） P

alandt/E
llen

berger

（
注
43
）, V

or §
 194 R

n. 8.

（
53
） S

taudinger/P
eters/

Jacoby, B
G
B
, N

eubearb. 2009, V
or §

§
 194 ff . R

n. 5.

（
54
） P

alandt/E
llen

berger

（
注
43
）, V

or §
 194 R

n. 8.

（
55
） M

otive zum
 E

ntw
urf des B

G
B
, B

d.I, S
. 291.

（
56
） B

G
H
Z
 59, 73, 74; 

ま
たB

G
H
Z
 122, 241, 244 = N

JW
 1993,2054,2055; B

G
H
 N

JW
 2003, 1250, 1251 f. 

も
見
よ
。

（
57
） B

T
-D

rucks. 14/6040, S
. 100; B

G
H
Z
 59, 73, 74 = N

JW
 1972, 1460; N

JW
 2009, 1598; G

roth
e

（
注
11
）, V

or §
 194 B

G
B
 R

n. 

7; O
etker

（
注
46
）, S

. 38 ff .

（
58
） 

G
roth

e

（
注
11
）, V

or §
 194 R

n. 7, 

こ
の
よ
う
な
観
点
の
基
礎
を
な
し
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、W

in
d

sch
eid

/
K

ipp, L
ehrbuch des 

二
一
二



所
有
物
返
還
請
求
権
は
消
滅
時
効
に
か
か
り
得
る
か
（
益
井
）

（
四
九
三
）

P
andektenrechts, B

d. I, 9. A
ufl . 1906, S

. 544.
（
59
） 

こ
の
よ
う
な
観
点
に
つ
い
て
は
、P

eters, V
ersR

 1979, 103, 105 m
it F

n. 32. 

を
見
よ
。

（
60
） 

M
an

sel/
B

u
d

zikiew
icz, D

as neue V
erjährungsrecht, 2002, §

 1 R
z. 43; P

eters/
Z

im
m

erm
an

n

（
注
24
）, S

. 77, 193

（sub b

）; 
こ
の
点
で
同
様
な
も
の
（in dieser R

ichtung w
ohl auch

）B
ruggner-W

olter, V
erjährung bei S

chadensersatz aus S
chutzpfl ichtverletzung, 

1993, S
. 34

（
負
担
軽
減
と
い
う
効
果
は
、
消
滅
時
効
の
目
的
と
い
う
脈
絡
に
お
い
て
は
「
意
味
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
」
と
い
う
）; P

alandt/

E
llen

berger
（
注
43
）, V

or §
 194 R

n. 11

（
付
随
目
的
と
し
て
引
き
合
い
に
出
す
）; B

irr,

（
注
4
）, S

. 30

（
負
担
軽
減
と
い
う
効
果
は
「
せ

い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
付
随
目
的
に
す
ぎ
な
い
」
と
い
う
）; 

反
対
説
、G

roth
e

（
注
45
）, V

or §
 194 B

G
B
 R

n. 8

（
ま
た R

n. 6 a.E
 

も
見
よ
。: 

個
人
的
利
益
と
し
て
立
証
を
省
く
）; S

taudinger/P
eters/

Jacoby

（
注
53
）, V

or §
§

 194 ff .R
n.7;  M

. W
olf, in: F

estschrift für 

E
kkehart S

chum
ann zum

 70. G
ebutstag, 2001, S

. 579, 581; 

ま
た
留
保
す
る
も
の
と
し
て
、S

piro

（
注
44
）, S

. 20 ff ., 22

（
単
に
望
ま
し

い
結
果
に
す
ぎ
ず
、
消
滅
時
効
法
の
本
来
の
使
命
で
は
な
い
）; H

ein
rich

s, in: K
arlsruher F

orum
 1991, S

. 3, 7.

（
61
） 

H
äu

blein ,in K
unig/N

agata
（H
rsg.

）（
注
46
）, S

. 267

（D
iskussionsbeitrag

）; O
etker

（
注
46
）, S

. 62.

（
62
） S

taudinger/P
eters

（
注
53
）, V

or §
§

 194 ff . R
n. 7.

（
63
） 

G
roth

e

（
注
11
）, V

or §
 194 R

n. 5

（
64
） 

B
ru

ggn
er-W

olter

（
注
60
）, S

. 35. 

債
務
法
の
現
代
化
以
前
に
は
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
形
成
の
自
由
は
、
か
な
り
広
範

囲
に
制
限
さ
れ
て
い
た
。 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、G

roth
e

（
注
11
）, §

 202 B
G
B
 R

n. 11 

を
見
よ
。

（
65
） 

S
ieh

r, Z
R
P
 2001, 346 f. 

に
よ
る
証
明
を
参
照
。
さ
ら
にR

em
ien, A

cP
 201

（2001

）, 730, 743 

に
よ
る
批
判
を
見
よ
（
消
滅
時
効
が

完
成
後
に
お
い
て
す
ら
、
所
有
者
が
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
一
六
条
に
よ
る
措
置
を
と
る
と
い
う
占
有
者
に
対
し
て
存
在
す
る
危
険
を
指
摘
し
て
〔
批
判
す
る
〕）。

（
66
） 

先
の
注（
28
）を
見
よ
。

（
67
） 

R
em

ien, A
cP

 201

（2001

）, 730, 741.

（
68
） Z

utr. R
em

ien, A
cP

 201

（2001

）, 730, 755.

（
69
） 

こ
の
よ
う
な
観
点
に
つ
い
て
は
、R

em
ien, A

cP
 201

（2001

）, 730, 743.

を
も
見
よ
。
か
か
る
有
名
な
原
則
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
三
七
条
に
明
確

二
一
三



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
四
九
四
）

な
形
で
表
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、B

G
H
Z
 56, 275, 278 f. = N

JW
 1971, 1805; A

rm
brü

ster, in M
ünchK

om
m
.-B

G
B

（
注
11
）, 

§
 137 R

n. 4.
（
70
） L

arenz/C
anaris, L

ehrbuch des S
chuldrechts, B

d.Ⅱ
/2, 13.A

ufl . 1994, §
 83 ⅴ

 3

（S
.596

）.

（
71
） S

taudinger/V
iew

eg, B
G
B
, N

eubearb. 2007, §
 853 R

n. 1.

（
72
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
はS

ieh
r

の
提
案
を
見
よ
。in: A

ufbruch nach E
uropa. F

S
 75 Jahre M

ax-P
lanck-Institut für P

rivatrecht, 

2001, S
. 811, 825.E

U
 

レ
ベ
ル
で
の
物
権
法
の
統
一
化
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
な
も
の
と
し
て
はR

öth
el, JZ

 2003, 1027, 1034. 

を
参
照
。

本
稿
は
、
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン　

ア
ル
ム
ブ
リ
ュ
ス
タ
ー
教
授
が
、
平
成
二
六
年
九
月
二
二
日
に
日
本
大
学
に
お
い

て
な
し
た
講
演
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
翻
訳
を
掲
載
す
る
こ
と
を
快
く
承
諾
し
て
く
だ
さ
っ
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン　

ア
ル
ム
ブ
リ
ュ
ス

タ
ー
教
授
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
民
法
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
）
の
個
々
の
条
文
訳
は
、
債
務
法
現
代
化
後
の
条
文
に
関
し
て
は
、
岡
孝
編
『
契
約
法
に
お
け
る
現
代
化
の
課

題
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
二
年
）
の
資
料
編
を
、
債
務
法
の
現
代
化
以
前
の
条
文
に
つ
い
て
は
、
於
保
不
二
雄　

補
遺
高
木
多
喜
男

『
現
代
外
国
法
典
叢
書　

独
逸
民
法
〔
Ⅲ
〕
物
権
法
』（
有
斐
閣
、
昭
和
三
〇
年
）
お
よ
び
東
秀
彦
『
全
訳
独
逸
民
法
』（
有
斐
閣
、
昭
和
七
年
、）

を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、〔　

　

〕
の
中
は
、
文
意
を
明
ら
か
に
す
る
な
ど
の
た
め
に
訳
者
が
補
っ
た
部
分
で
あ
る
。

二
一
四
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